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2020年度「自立援助ホーム支援助成」助成事業実施報告書 

団体名 自立援助ホームいっぽ                             

代表者・役職名 氏名 管理者 井上 陽子                    

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．申請事業の名称 

自立援助ホームいっぽの移転後の環境整備及び社会的養護の理解を深める講演会活動 

２．自立援助ホームの概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記

入ください。会員数など。１８０文字程度まで） 

 

 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 

社会的養護の出身者は他者を信じることが苦手なように感じます。それは幼少期に安心感を生み出す親から愛さ

れなかったことや愛情の欠如が招く弊害でしょう。他者を信じられない施設出身者は仕事の悩み、お金の悩み、

人間関係等、多くの悩みを自分だけで解決しょうとしますが、一人では限界があります。そこで、児童養護施設、

里親、自立援助ホームという様々な形で育ってきた子たちのバリエーションから彼らの抱える問題の根深さを知

り、社会的養護についての理解を深める場として講演会を開催すべきだと考えております。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 

【環境整備事業】 自立援助ホームいっぽの建物は耐震強度の問題により移転することになりました。移転後の建

物では定員数を 6名から最大 9名に増加させていく予定です。そのため、定員増加に伴い食事用のテーブル、椅

子、調理用具等を一新させたいと考えております。 

【講演会活動】 いっぽ退所者からの聞き取りで分かり始めた自立して生活し続けることの困難さ。この困難さを社

会に訴えかけ社会的養護の理解者を増やすことを目的とした講演会活動の 2つが事業の柱になります。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生ま

れた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPUCT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 

講演会の参加者は９０名。当日の参加者は７０名前後。前後としているのはズームの参加者は変動があります。

成果については感想分も添付いたしますので、読んでいただきたいです。参加者の中には自分に何ができるのか

を考えるきっかけになった方もいました。また、いっぽの入所児童の中には「数年後に自分がパネラーとして話し

たい。」と言ってくれる子がいたことも、意外な成果でした。直接的な変化として、社会的な変化は講演会を聞いて

下さった参加者にしか与えられていないです。今後、１年に１回にペースで当事者が語る場を作りたい。この講演

会を継続していくことで社会的養護の理解者が増えるという効果が現れると信じております。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 

助成金の申請を行いながら、講演会活動を継続して行っていく予定。開催頻度等は年に１回。次の講演会では退

所した女性からの話を聞く場を設けたい。社会的養護の男性と女性では抱える悩みが違うことも社会に理解して

ほしい。また、子育て中の方にも話をしてもらうことも大切だと考えている。子どもを産み、育てられないという社会

的養護の連鎖を止めるためにも子育て中の苦悩という点にスポットを当てるべきではないか。様々な切り口から

講演会を実施する予定。 

当ホームは特定非営利活動法人なごやかサポートみらいが運営母体です。法人は 2008年に発足され、会員

数約 64名。当事者団体として社会的養護の子どもたちの「自立の困難さ」に注目し、自立支援の問題解決に取り

組んでいました。県内の里親サロンで里子や施設出身者と語り合う中で、自立援助ホーム開設の必要性を確認し

合い 2015年に準備委員会を発足し、自立援助ホームいっぽを開設した。 

 



 

 

７．参考資料 
支援対象事業で作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等は現
物またはコピー、活動状況の写真などを参考資料として提供してください。 

参考資料あり ・ 特になし 

 

 





活動報告用の写真 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 フライパン、ステンレス鍋 コードレス掃除機 

８人用食卓・椅子 


